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漸増する今後の 

岡山県の牛乳生産量 

 

 農林省岡山統計調査事務所で８月１日現在の牛乳

生産予想調査の結果が、去る９月 13日次のとおり発

表されました。 

 この調査の目的はいうまでもなく牛乳生産量を月

別に予想するのですが、現在の段階ではこれを直接

予測することは出来ませんので牛乳生産量を構成す

る要素である「搾乳頭数×１頭当り搾乳量」のうち

で先ず搾乳頭数は今後どのぐらい増えるだろうか、

或は減るだろうかということを予測し、これを前年

同月の搾乳頭数に比べその割合によって牛乳の生産

量を予測しようとするものであります。 

 

 今後の予想 

 上表みますと、９月以降の搾乳頭数は前年に比べ

て 11.4％～16.6％増と本年末まではそう急激な変化

もありませんが、年を越して来年１月は 22.5％２月

は 28.5％と２～３割近い増加予想を示し、以後３月

～５月は 17％前後増という傾向をみせております。 

 勿論４カ月以上もさきの搾乳頭数を予想するため

には、受胎確定率とか減耗率或は流死産等種々の条

件を考えなければならず、これにともなう搾乳頭数

の変動により生産量の増減も当然考えられますが、

９月以降上記のような漸増傾向をもちつづけるもの

としますと35年１カ年間の岡山県の牛乳生産量は約

41トン余（約 22万石）で昨年 1カ年間の生産量の約

２割増に達するものとみられております。 
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